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◇ 「橋、高架の道路等の技術基準」の改定にあたり、「橋梁分野会議」において、
専門的見地から検討したので、その状況を報告する。

◇ これらの検討事項について、橋梁分野会議では、以下のような意見があった。

道路技術小委員会 橋梁分野会議 委員長報告

◇ 橋梁分野会議の論点として、

①多様な構造や新材料に対応する設計手法をどのように導入していくべきか

②長寿命化を合理的に実現するために、どのような規定を充実すべきか

③点検結果等を踏まえ、どのような規定を充実すべきか

などについて、審議を行ってきた。
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【橋梁分野会議における主な意見】

①多様な構造や新材料に対応する設計手法をどのように導入していくべ
きか

・設計の枠組みを作ることで技術の開発も進むと考えられるため、早急
に改定を行うのがよい。

・耐荷性能は、路線の重要度に応じて設定することを共通編で明確にす
べき。耐久性能についても、路線の重要度に応じて選択するようにして
はどうか。

②長寿命化を合理的に実現するために、どのような規定を充実すべ
きか
・設計供用期間100年について、耐久性の観点だけで説明するのではな
く、耐荷性能とも密接に関係していることを示した方がよい。

・橋の耐久性確保の方法や部材の交換等について、維持管理や構造上
の留意事項を示してはどうか。

・部材交換が容易な構造とすることの規定について、この規定ばかりが
重視されて設計耐久期間が短く、頻繁に部材交換をせざるを得ない構
造が採用されることのないよう、注意が必要ではないか。



◇なお、今回の改定は、許容応力度設計法から限界状態設計法、部分係数
設計法へと、設計の枠組みを大きく変更するものである。今後、継続して
取り組むべき課題として、以下のような意見があった。
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【橋梁分野会議における主な意見】

・コンクリート構造におけるＰＲＣ構造や鋼部材におけるコンパクト断面等、
限界状態設計法の特性を生かした新しい構造の規定、又、橋全体系で
限界状態を直接照査するための標準的な方法など、標準的な設計法に
新しいものを充実させることについては、引き続き検討を行っていただき
たい。

・耐震設計において桁端部や支承まわりでの損傷過程を制御する設計
法、耐力階層化係数なども、引き続き検討を行っていただきたい。

・塩害等耐久性の設計法についても、実態データの蓄積を行い、合理的
なものとなるように、継続的に検討を行っていただきたい。

・限界状態設計法や部分係数設計法について、新技術や新材料の開
発を行う民間企業等に対して、評価の方法論だけではなく評価に
必要なデータや知見をわかりやすい形で示していくことも必要で
はないか。

・国際競争性に関するメリットについて、もっと打ち出していくことも必要で
はないか。

③点検結果等を踏まえ、どのような規定を充実すべきか
・PCポステン桁のひびわれについて、特殊な形状の橋については、PC鋼
材の配置等について特に注意が必要。

（熊本地震を踏まえた対応については、平成２８年９月の道路技術小委
員会の審議を踏まえ、改定案を作成）

◇ 以上の意見を踏まえ、「橋、高架の道路等の技術基準」の改定案を作成
した。
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